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佐賀県で初めて確認されたオオモズ
（スズメ目モズ科）について
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The first record of Lanius excubitor in Saga Prefecture, Kyushu, Japan
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Ⅰ．オオモズについて

オオモズLanius excubitor は，ユーラシア大陸北部，
北米大陸北部等で繁殖し，北方のものは冬季，やや南
下する．日本には数少ない冬鳥として北海道から本州
中部に渡来し，九州でも記録がある（五百沢・山形
2014）．
日本鳥類学会（2012）ではⅣとされ，筆者も福岡県

新宮町の相ノ島と長崎県諫早市で観察している（未発
表）が，佐賀県では未記録であった（日本鳥学会2012）．
筆者らは2020年2月から3月にかけて，三養基郡み

やき町で観察・撮影したので報告する．

Ⅱ．確認記録

① 確認年月日 2020年2月4日～3月10日
② 確認場所 佐賀県三養基郡みやき町中原

（5030－0315）
③ 個体数 1個体
④ 行動等

加藤芳隆氏が2月4日に農耕地に飛来したのを発
見し，筆者も2月8日から3月1日の間に同地で観

察，撮影した（図1）．
この個体の下面には非常に細かい横斑が認められ

たので，若い個体と思われる．行動範囲は広く，カ
ワラヒワ等を追うのが見られ，3月1日にはメジロ
と思われる小鳥を捕え，木の枝に掛けて引きちぎっ
て食べていた（図2，3）．
2月15日には電線に止まって鳴く声も聞かれ，プ

キッという，白石町で聞いたオオカラモズL.sphe-
nocercus に似た声（宮﨑2002）や，ビーンという
カワラヒワのような声も出した．
末筆ながら，本種の情報を頂いた加藤氏に厚く感

謝申し上げる．
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